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Abstract

　τhis　study 　aims 　to　ctarify　the　feature　in　the　business

activities　by　management 　subjectS　in　Coliective

Housings（CH）by　comparing 　tWo　CH’
s ，　and 　to　clarify　the

use 　 of　common 　 space ，　 aCtivities　and 　 management 　in

CH ’
s1

．研 究 の 背景 と目的

　 日本にお ける公 営に よる コ レ クテ ィ ブ ハ ウジ ン グは、

阪神淡路大震災後 に仕組み が導入 され、平成 10年に神戸

市 に 復興公 営住宅 「ふ れ あい 住宅 」 が誕生 した の が嚆矢

で ある。以後、公営 CH の 供給事例は増えっ っ あ り、 現

在で は 16箇所に 及 ん で い る。そ の な か で 北海道に お い て

は、平成 18年に初 めて 釧路町 に公 営住宅 と して の 遠矢団

地 が 完成 し た。

　北海道 に お ける 公 営 CH は 、 高齢者の 住環境整備の 点

で 特徴的であ り、特 に シ ル バ ー
ハ ウジ ン グの 採用や地域

NPO 団体 に よ る 地域の 福祉拠点 の 併設及 び連携を行っ

て い る こ とか ら、本研 究 で は、釧路 町 公 営住宅遠矢団地

（遠矢CH ）に着 目した。こ こ では、行政 の みな らず NPO

や 自治会 も運営に関わ り 、 連擁 しな が ら団 地 を取り巻く

地域全体 の 活性化 を図 っ て い る。本稿 にお い て は、各運

営主 体 に よ る事業内容 の 特徴 を把握す る と ともに 、共用

空間 の 利用や協働活動 の 実態 を通 して 、 公 営 CH が 行 う
べ き役割を 見出 し、他 の 公 営 CH に 敷衍す る方法 に っ い

て模索す る事 を 目的 とす る。比 較対象と して は、小規模

単独型 の 公 営 CH と し て T 市営高齢者住宅 を設定 し た。

2 ．研究の方法

　研究は以下の 手順で 行っ た 。

（1 ）参考文献及び参考論文、参考ウ ェ ブサイ トを用 い て

釧路町営遠矢 CH に お ける事業概要や特徴 につ い て の 基

礎的知見を得た 。 （2）対象住宅 の 訪問 ・見学お よび ヒ ア

リン グ を行 っ た。 ヒ ア リン グ対象は、釧路町役場 （都市

建設課）、遠矢 コ レ クテ ィ ブセ ン ター
の 運営 に携わ る NP

O 法人ゆめ の き代表者、CH 居住者代表 （以上、平成 23

年 8 月 ）及 び 、豊橋市役所 （建設部住宅課）、CH 居住者

代表 （以上、平成 23年 9 月）で あ る 。 （3 ）調査結果か

ら、事例分析 を行 い 、他 の 公営 CH にお い て 、地域 との

連携 を強化 し居住 の 継続性 が 確保 され る要素 につ い て 明

らか に した。

3 ．遠矢団地 の 運営お よび空間構成

3 − 1 ．釧路 町 の 住宅事情 とCH 導入背景

　釧路町 に CH が導入 された背景 とし て 、以下 の 3 つ の

課 題 が挙げ られ た 。

　   釧路町住宅 マ ス タ
ー

プ ラ ン （平成 12〜13年）にお い

て 、高齢者が安心 して住ま うこ とが で きる よ うな住環境

の 整備 を 目指 し、シ ル バ ー
ハ ウジ ン グな ど福祉施策と連

携 の 図 られ た 公 的住 宅 建設 の 必 要性 と 緊急性 が あ っ た。

　  釧路 町 で 管理す る公 営住宅は 278 戸、公営住宅率は

お よそ 3．1％ （全道平均 82％）で あ り（平成 14年現在〉、

高齢者 の 民賃入 居拒否問題 か らも、公的住宅 の ス トッ ク

不 足 解 消 が 急 が れ て い た。

　  地域 での 在宅支援や家族介護負担の 軽減などの 福祉

瀬策が確立 され て お らず、拠点施設 の 配置と事業展開 に

携わるボラン ティ アなどの 姑欟 育成が急力軸 九

　以 上 の 課題 を 背景 に、地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 希薄化 に よ

り 、 防 犯 や防災、子 育て 、 ま た 高齢者 の 孤独や不安 が 広

が る 中、地域交流セ ン ターを軸 と して、地域ぐ るみ で 支

え合 い 共同す る 「コ レ ク テ ィ ブ ハ ウジ ン グの 住ま い 方1

に よ り子供か ら高齢者ま で 他世代 コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を

図 る た め、地域 の 福祉拠点 とな る 遠矢 コ レ ク テ ィ ブ セ ン

タ
ー

を併設 した釧路町遠矢 CH が建設 され た 。 また、そ

れ に伴 い 、地域住民 に よる NPO 法人 ゆめ の きが創立 し

た。（平成 18 年）

3 − 2 ．団地 の 運営主体

　 遠矢 CH は住居部分 と コ レ ク テ ィ ブ セ ン タ ーで 構成

され て い るが、  釧路町役場 、  NPO 法人ゆめの き、 

居住者 自治会に よ っ て 運営 され て い る。
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　それぞれ が 独 立 し て 活動す る だけ で なく、互 い に 連携

し、遠矢CH と釧路 町遠矢地 区の 活性化を図 っ て い る。

　表 1に 各運営主体 の 事業内容 を示す 。

表 正．各運営主体に よ る事業内容

運 営 主 体 事 業 内 容

釧路町 「摸擬事業 （入 居前 ワ ー
クシ ョ ソ プ）⊥ の 運営や入 居者選

定の 他に、「人材育成 事業」 として地域住民に よる新 たな

民間 NPO の 設立の 支援及び、「交流セ ン タ
ー
活用事業」

を行 っ て きた。
NPO 法 人 主 に 遠矢 コ レ ク テ ィ ブ セ ン タ

ー
を 活 用 した諸 事 業 を行

ゆ めの き い 、遠 矢CH を含む 地 域 住 民への 支援 を行 っ て い る。遠

矢団地内 LSA の 訪問、小 規模多機能型居宅介護、地域交

流活動な ど。
居 住 者 CH 居 住 者 に よ る 自治組 織 で あ り、　 CH に住 む居 住 者 40
自治会 世 帯 す べ て が参 加 し、代 表者 1名、副代 表 者 2 名 を選 出

し、運 営 してい る。花壇の 管理 や 季節 ご との 行 事 な どの

協働活 動や 交 流活 動の 運 営を行 っ てい る。

3 − 3 ．協働活動

　 遠矢 CH で は 各運営主体に よ っ て 、様々 な協働活動が

行われ て い る 。 表 2 に そ れ らの 活動状況 をま とめ る 。

表 2．協 同活 動 の 実施 状 況

運 営主体 活動内容

釧路町 模擬 事業 （入 居前 WS）
第一期模擬事業 （Tい 全 3回）

  コ レ クテ ィ ブ ハ ウジ ン グにつ い ての 講演／説明会

  食事 会

  コ レ ク テ ィブ ハ ウジ ン グにっ い て の 説明会／団地内環

境整備 の 器

第二 期模擬事業 （T2 ・全 3 回）
  説明会／WS グル ープ作成、　WS テ

ー
マ 発表

  グル ープ ご と に意見集約 と発 表

  入 居申込 者 らの 企 画に よる食事会

NPO 法人 サ
ー

クル 活 動 （カ ラオ ケ／週 2 回）
ゆ め の き 地 域食 堂 （月 k回 ）

お茶会 ｛月 1回 〉

菜園作 り、収穫祭 （年 1回 ）等

居 住者 花壇 作 り

自治会 清掃 （月 1回 ）

定例役 員会議 （月 1 回 ）

敬老会 ・新年会な どの イベ ン ト （年 4〜6 回）等

3 − 4 ．団地 の 空間構成

　遠矢CH は 釧路町 が 運営主体 の 住居部分 と、釧路町 及

　び NPO 法人 ゆめ の きが運営 主体 の コ レ クテ ィ ブセ ン

タ
ーで構成され て い る。

　各棟 1階に 、緊急 通 報設備を備 え、LSA による安否確

認事業を行 うシ ル バ ー
ハ ウ ジ ン グ 6 戸 （ILDK が 5 戸 、

2LDK が 1 戸）、2、3 階は
一般向け 14 戸 （2LDK が 10

戸、3LDK が 4 戸
．
）を配置し、世代間交流を図 っ て い る 。

　ま た 、各棟 及 び コ レ ク テ ィ ブ セ ン ターを連絡通路で つ

なぎ、外 に出 る こ とな く直接 ア クセ ス で きる。

　また、温室や菜園、花壇、物置な ど の 共用空間が敷地

内 に 点在 して い る 。

・共用空問の 特性 と利用実態

　各事例 には多様 な諸室を有 し、豊か な共用空間 が 充実

して い る。以下 に 主な もの を述 べ る。

ク

丶

製

”
　　
・，　　 ，　．　’卩隔　　口 r　・

　　　　　．1

’1［
図 1．遠矢 CH の 配 置図

O

呈曹「

E
表 3，住宅 の 概要
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（1 ）　 南側廊下f各住居棟 1階 （写真 3，4）

　各住居棟 1階 に 設 けられた南側廊下 は 、 絨毯仕上げと

な っ て お り、居住者は 廊下に 上 が る前に 下足を脱 ぎ、各

住戸 へ 向か う。また、各住戸 の 窓側 に は縁側 ベ ンチが設

置 され 、居住者の 交流の 場 とな っ て い る。縁側ベ ン チ に

は 、座 布 団や 植木鉢 、ま た 居住者 の 手 作 りの 作 品 が 装飾

され て お り、各住戸 の庭と して の機能 も持 っ て い る 。 日

中在室時は、玄関扉 を開け話 して い る こ とが多く、日頃

か ら居住者同士 で 声を掛け合っ て い る。また、上足空間

で ある廊下が共有ホ ール と して の 役割 も果た し、訪問販

売対策や防犯対策 の も有効で あ る との 声が聞 か れ た 。 さ

らに、南側廊下か ら直接、花壇 を通 っ て 外 へ 出入 りで き

る。　 （写真 5）

（2）　 花壇 （写 真 5）

　各住居棟 の 南側 に設置 され、居住者全員 で 共有 して 管

理 して お り、色 と り ど りの 植栽が植えられて い る。また、

各所 に 南側 廊下 に 直接 ア クセ ス で き る ア プ ロ ーチ が 設 け

られ て い る。

（3 ）　 菜園 （写真 6）

　NPO 、居住者及び周 辺住民 に よっ て 管理 され て い る。

温室 も設置され、季節 の 野菜 が 育 て られ て い る 。 年 に 1

回収穫 し た野菜を調理 して、食事をする収穫祭を行っ て

い る。

（4 ）団欒室／コ レ ク テ ィ ブセ ン ター （写 真 7 ）

　集会室 と隣接 して 配置 され て お り、CH との 連絡通路

に 面 して い る ため、入居者 の 通 り道 にな っ て い る 。 設置

され て い る畳 ス ペ ー
ス に は、デ イ サービ ス 機能の 延長利

用が見 られ る。

（5 ＞集会 室 ／コ レ ク テ ィ ブ セ ン ター
（写 真 8）

　集会室 は多目的室 と隣接して お り、パ ーテ ィ シ ョ ン で

仕切 っ て 使用す る。隣接 した多 目的室はデイサ
ービス に

使用 され て お り、集会室 の 利用が ない 際は デ イ 空間 の 延

長 と して 利用 され る。CH 居住者が使用す る 際は 事前 の

予約が必要であ り、居住者全員が入 るほ どの 広 さはない

た め イ ベ ン トに は利用 され て い な い。定期的な利用は月

1回 の 自治会役員会議だけ で あ る。

（6 ）交流サ ロ ン ／コ レ ク テ ィ ブ セ ン ター

　 CH 居住者及 び 地域住民、デ イ サ
ー

ビ ス 利用者の 方 も

使用 で き、NPO 主催 の お茶会や、カ ラ オ ケな どの サ
ー

ク ル 活動等交流の 場と して使われ て い る。
・一般住戸 に つ い て

2LDK と 3LDK の
一

般住戸にも、全住戸 ユ ニ バ ー
サル デ

ザ イ ン の 水回 りユ ニ ッ トを設置 し て い る 。 （写 真 10）ま

た、1階 もシ ル バ ー
ハ ウジ ン グ の よ うな南側廊 下はなく、

南側 に は ベ ラ ン ダ、北側 に 共用廊下 を 配置 して い る。

・高齢者住戸につ い て

　図 2 に シ ル バ ー
ハ ウジ ン グ （1LDK ） の 住戸 プ ラ ン を

示す。シ ル バ ー
ハ ウジン グに は、緊急通報装置 （写真 9）

が設置 され て い る他 、毎 日隣接 し た コ レ クテ ィ ブセ ン タ

ーか ら LSA の 訪問 が あ り、生活相談や安否確認 を行 っ

て い る。　 ま た 、一
般住戸 同 様 に 全住 戸 ユ ； バ ーサ ル デ

ザイ ン の水回りユ ニ ッ トを設置して い る。　 （写真 10）

4 ．丁 市営高齢者住宅に おける空 間構成

　遠矢CH と同様 に 、旭本町高齢者住宅 も緊急通報設備

を備 えた高齢者対応住宅 8 戸 （IDK が 4 戸 、
2DK が 4

戸）が 1階に 3戸、2 階に 5 戸配置 され て い る。

写真 3、南側廊 下

写真 5花 壇

写真 7．団欒 室

図 2、遠矢 CH （1LDK ）

写真 4．縁側 ベ ン チ

写真 9、緊急通報装置

写 真 10 ユ ニ バ
ー

サル デ ザイ ン
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4 − 1 ．共用空間 の 特性 と利用 実態

（1 ）談話室 （写真 11）

　キ ッ チ ン 、ダイ ニ ン グ、和室が併設 され て い る 。 現在 、

居住者に よ る和室や キ ッ チ ン な どの 利用 はほ とん どな い

が、ヘ ル ス トロ ン の 利用 は 当住宅 の 居住者の 他に 、近 隣

住民 の 方 々 の 利用 もあ り 、 地域交流 の 場 とな っ て い る 。

（2 ）南側廊下 （写真 12）

　1 階、2 階南｛則に そ れ ぞ れ 配置 され た廊下 は、夏は涼

し く、冬 は
一

日中、日が 入 り暖 か い ため 、主 に、洗濯物

や布団 の 干 し場 とな っ て い る 。 また、住民同士で 立 ち話

をす る こ ともある。昔 の 路地を思 い 起こ させ る雰囲気 が

あ る。こ れ も隣と の 距離を近づ け、居住者交流の 場 と し

て機能し て い る。

4 − 2 ．高齢者住戸につ い て

　図 4 に高齢者対応住宅 （1DK ）の 住戸プ ラン を示す。

各住戸 に は 、緊急 通 報装置 が 設 置 され て い る。ま た 、同

様 に ユ ニ バ ー
サ ル デ ザ イ ン の 水回 りを採用 し て い る 。

5 ．ま と め

本研究 で は、各運営主体による事業内容 の 特徴 を把握 す

る と と もに 、共用空間の 利用や協働活動 の 実態を通 して 、

公 営 CH が行 うべ き役割を見出し 、 他の 公 営 CH に 敷衍

する方法につ い て 模索 した。

図 3、旭本町 高齢者住宅の 1階平面 図

写 真 11．談話 室

・多様な運営主体に よ る連携

　入居前は 行政 が 中心 とな っ て 運営を行 うと同 時 に 、入

居後 の 運営 を担 うNPO の 人材育成や居住者に 対す る WS

を行 うこ とで 、居住者及 び 地域住民 に よ る運営主体に移

行す る こ と が で き た。NPO が福祉事業や地域交流活動事

業、居住者が協働活動や交流活動 とそ れぞれ異な る 事業

内容 を運営 しなが ら、シ ル バ ー
ハ ウジ ン グへの LSA 訪問

や交流活動 など互 い に連携し、遠矢CH と釧路町遠矢地

区 の 活 性化 を 図 っ て い る

・協働活動 の 実施

多様な運営主体 の 連携に よ る メ リ ッ トは、協働活動や交

流活動の 充実、地域交流の 促進 及 び、地域福祉 事業と連

携する こ と で 地域住民を含め、高齢者が安心 して暮らせ

る住環境で ある とい う点が挙 げ られ る。
一方デメ リ ッ トは 、協働活動やイ ベ ン トが 自治会 と

NPO の ど ち らが 主催 して い る の か な ど居住者が混 乱 す

る こ とが あ る 点 が 挙げられる。
・
運営を 円滑 に 進 め るた め の 共 用 空 間 の 役割

遠矢 CH におい て は、コ レ クテ ィ ブセ ン タ
ーで は地域交

流を、南側廊下で は居住者交流を、同様に T 市営高齢者

住宅 に お い て も、談話室 で は 地域交流を 、 南側廊 下で は

居住者交流を行 っ て い た。運営 を円滑 に進めるためには、

居住者及 び 地域住民 の 理解 と参加 は 必須 で あ る た め 、共

用 空 間 は 分散して 複数 設 置 し、居 住者交流 及 び地域交流

を促進 させ る 場 で あ るべ き で ある。
・
居住 の 継続性 を担保するた め の 居室 の あ り方

　各事例 ともに高齢者 に対応 した設 えとな っ て お り、居

住者か らも F将来身体が 不 自由 に なっ た時を考える と安

心 だ 」 と い う意見が聞か れ た 。 高齢化や長寿命化が進 む

中、居住者 が継続的に居住す る た め に はユ ニ バ ー
サル デ

ザイ ン など高齢者対応住宅の ハ
ー

ドの 提案だ けで はなく、

LSA に よ る 訪 問 な ど ソ フ トの 提 案 及 び 整備 が 必 要 で あ る。

以 上 よ り、公営 CH と して の 行政 の 役割は、事業計画や

建設、入居前 WS の 運営だけで は なく、そ の 後の居住者

及び NPO な どの 団体 が 継続的 に運営を行 える よ うな仕

組みや支援を行い 、サポー
トし て い くこ とで あ る。また、

他の 公 営 CH へ の 応用の た め の 知見は、複数の 運営主体

の 連携による 地域活性化 、複数 の 共用空間 における交流

促進、高齢者対応設備及 び LSA な ど の 人的支援の採用、

行政に よ る 入 居後の 運 営支援 の 必 要性で あ る。
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